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『
情
熱
が
大
事
』‥

‥
‥

審
査
委
員
長‥

清
水‥

信
（
し
み
ず‥

ま
こ
と
）‥ 

 

日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
発
足
は
一
九
二
〇
年
だ
が
、
二
〇
〇
五
年
児
童
詩
コ
ン
ク
ー
ル

の
選
考
会
（
二
月
二
十
三
日
）
は
、
世
界
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
百
周
年
の
記
念
日
に
当

た
る
と
伺
っ
た
。
鈴
鹿
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
の

児
童
詩
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
状
況
が
、
昨
年
の
二
七
〇
〇
点
と
並
ん
で
、
今
年
も
二
六
四
三

点
を
数
え
て
、
主
催
者
側
の
ご
努
力
は
勿
論
、
そ
の
強
い
反
響
は
う
れ
し
く
も
目
出
度
い
こ

と
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
突
出
し
た
特
長
は
、
対
象
を
四
年
生
、
五
年
生
に
し
ぼ
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
反
抗
期
は
成
長
途
上
に
誰
も
が
味
わ
う
ハ
シ
カ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

小
学
校
四
、
五
年
生
と
い
え
ば
、
ご
く
フ
ツ
ウ
の
反
抗
期
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
学
二
、
三
年

生
と
な
る
と
、
少
し
お
く
て
と
言
わ
れ
、
更
に
高
校
生
の
一
、
二
年
生
に
な
っ
て
、
や
っ
と

芽
生
え
る
の
は
、
ぐ
ず
の
反
抗
期
と
い
わ
れ
る
。 

 

第
一
期
の
反
抗
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
詩
作
を
求
め
る
と
い
う
の
が
、
凄
い
ア
イ
デ
ア

（
発
想
）
で
あ
る
。
企
画
な
さ
っ
た
実
行
委
員
会
の
視
角
が
冴
え
て
い
る
。 

 

詩
の
コ
ア
（
核
）
は
、
情
熱
で
あ
る
。
反
抗
も
ま
た
一
つ
の
重
要
な
情
熱
の
姿
で
あ
る
。

詩
は
論
理
や
叙
述
や
説
明
を
必
要
と
し
な
い
。
情
熱
や
情
緒
や
感
情
こ
そ
が
、
大
事
な
文
芸

で
あ
る
。 

少
し
難
し
い
こ
と
を
言
っ
た
が
、
受
賞
作
の
殆
ど
が
平
明
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
良

く
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、
批
判
や
反
抗
を
含
ん
だ
情
熱
が
基
盤
に
あ
る
作
品
が
、
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。 

 

家
族
、
友
情
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
、
ペ
ッ
ト
、
草
、
本
、
虫
、
魚
、
宇
宙
、
旅
行
、
乗
り

物
、
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
を
モ
チ
ー
フ
（
題
材
）
に
し
て
も
、
そ
こ
に
少
し
ば
か
り
の
批
評
精

神
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
（
過

程
）
を
跡
付
け
る
大
事
な
要
素
な
の
で
あ
る
。 

 

優
秀
作
と
音
楽
と
い
う
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
成
功
し
た
昨
年
と
並
ん
で
、
絵
画
や
写
真

や
習
字
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
今
後
は
考
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
作
品

等
の
教
育
現
場
で
の
利
用
が
積
極
的
に
望
ま
れ
る
。 

 
 

文
芸
評
論
家
。
小
林
秀
雄
・
萩
原
朔
太
郎
の
薫
陶
を
受
け
、「
当
世
文
人
気
質
」
で 

第
三
回
近
代
文
学
賞
受
賞
。
名
古
屋
で
「
北
斗
」
を
創
刊
、
多
く
の
評
論
・
小
説 

を
発
表
。
同
人
雑
誌
セ
ン
タ
ー
主
宰
。
著
作
に
「
清
水
信
文
学
選
」（
全
一
〇
一
巻
） 

ほ
か
多
数
。
小
説
・
新
聞
・
雑
誌
の
文
芸
評
論
、
文
芸
講
演
な
ど
で
活
躍
。 

鈴
鹿
市
在
住
。 

 




